























































































































西極艾思及先生著 , 耶蘇会士陽瑪諾 , 黎寧石 , 伏若望同訂 , 司会傳汎際准梓 , 江右後学朱時亨
較刊 ; 順治三年刊（一六四六）, 有海虞瞿式耜伯略父序 , 閩中陳儀序 , 南州朱時亨徳先生序 , 及
艾公自序 , 惟艾公之序作於天落甲子（一六二三）。是書共八卷 ; 第一第二卷論畫魂及其性体 ,
第三卷論生長等 , 第四卷論五種覚官 , 第五卷論知筧內職 , 第六卷論筧性雴性 , 第七卷論記心 ,





















資 料 名 年代 視  覚 聴覚 味覚 嗅覚 触  覚 五 官
性学觕述 1623 視官、視覚 聞官 啖官 嗅官 身之触官、触覚 五官、五職
泰西人身説概 1634 目司 耳司 舌司 鼻司 四体覚司 五官









































衛三畏英華韻府歷階 1844 SENSES SENSES,	five 五官





























































































































































































































































（ 1 ）	『トートラ人体解剖生理学』Gerard	J.Tortora,	Bryan	Derrickson 著、佐伯由香ら編訳、丸善
出版2014年、pp.320-351を参照。
（ 2 ）	「五官」には主に、①五感を感じる器官：目－視覚、耳－聴覚、鼻 - 嗅覚、口－味覚、皮膚－触
覚；②漢方では、耳・目・鼻・口・舌をさす；③面相の眉・目・耳・鼻・口という三種類の
意味があるが、本稿でいう「五官」は特別説明を加えていない限り、①の場合を指す。
（ 3 ）	 池田知久『馬王堆漢墓帛書五行篇研究』汲古書院、1993年２月15日発行。pp.136-149を参照。
（ 4 ）	 2016年９月27日にこれより古い時代の661年に刻まれた玄奘訳の石経が北京房山で発見され
たという報道があった。
（ 5 ）	 この書物の解題について、周振鶴主編『明清之際西方傳教士漢籍叢刊 第一輯⑤』（鳳凰出
版社、2011年10月）の董少新の「提要」を参照されたい。









（ 8 ）	 高晞．「解剖学中文訳名的由来与确定 - 以德贞『全体通考』為中心」. 歴史研究，2008,（6）:80-
104.




	 	 	 	 	百草譲歩為霊，功先百草成。甘伝天下口，貴占火前名。出処春無雁，收時谷有莺。封題
従澤国，貢献入秦京。嗅覚精新極，嘗知骨自軽。研通天柱響，摘绕蜀山明。賦客秋吟起，
禅師昼卧驚。角开香满室，炉動绿凝铛。晚忆凉泉对，閑思异果平。松黄干旋泛，云母滑
随傾。颇貴高人寄，尤宜别匮盛。曾寻修事法，妙尽陸先生。
（13）	 サトウタツヤ「近代日本における心理学の受容と制度化」『立命館人間科学研究』第５号、
2003年３月。Pp247-258
（14）	 荒川清秀『近代日中学術用語の形成と伝播―地理学用語を中心に―』白帝社、1997年
10月初版、pp.133。
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